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この地域緑化計画書は、公開します。 



 地区の範囲 

対象範囲  

・金沢区六浦南三丁目、四丁目の

一部 

 

対象範囲の概要 

六浦台住宅は、市の最南端、坂

の上に建つ古い団地です。最寄り

の京急線六浦駅からバス（約 10 年

前に周辺の自治会、町内会と協力

して、バス路線を開通させた）で

７分ほどの場所にあります。 
お年寄りの多く住む団地の外周

をバスが通り、私道歩道にはバス

停も設置され、西側には緑地が広

がっています。また、近隣の小学

校へ通う生徒たちの通学路にもな

っており、様々な世代が生活して

います。 

 



 

計画期間 令和２年度 ～ 令和４年度 

計画の目標 

《提案計画の目標》 

みどりアップでお花いっぱい、笑顔いっぱい、彩ある街づくり。 

＜具体的な目標＞ 

① 緑化によるまちの美化 

バス通りや祭り広場などの公共性の高い場所に花壇等を新設、プランター 

等を設置し、四季を通じて彩ある花を植えてまちの美化を目指す。 

② 世代を超えたコミュニケーション 

六浦南小学校とのコラボレーションによる活動や勉強会の開催を通じ世 

代を超えた交流の場をつくり、地域住民のコミュニケーションをたかめ 

る。 

③ 新たな担い手の育成 

広報活動や講習会、女性や子どもたちにも喜んでもらえるイベント（ハギ 

  ングフラワー作りなど）を開催し、新たな人材の確保や育成に取り組む。 

課題及び背景 

・坂の上に建つ、今年で築４８年を経過した古い団地ですが、緑には恵まれて

いる一方で、そのほとんどが芝生と高木である。また、公道に面した場所は擁

壁とフェンスに囲まれており、彩に欠けている事から、四季を感じられる花を

咲かせて地域に彩（みどり）を増やしたいと感じている。 

・管理組合内にある園芸部（活動期間約３５年）が植栽の維持管理活動を行っ

ているが、担当理事を除くとすべてが男性であり、女性や若い世代の活躍する

場が少ない。また、部員の高齢化も進み、新たな担い手の発掘、育成が必要だ

と感じている。 

・住民の高齢化が進みコミュニケーションの機会が不足している。特に新しく

入居された若い方たちとの交流が少なく、地域の活気も失われてきている。 

 

課題解決及び効果 

・擁壁やフェンスに囲まれた公道（バス通り）に花壇を増設、プランター等を

設置し、四季を通して彩とりどりの花を咲かせる事によって景観に彩（みどり）

を増やす。→ 街の魅力向上につながる。 

・四季を通して彩とりどりの花を育成するために、講習会などのイベントを開

催することによって女性や子どもたちの活動の機会を増やす。→ 世代を超え

たコミュニケーションや新たな担い手の発掘、育成につながる。 

・緑化活動に関する広報誌の作成等によって、原稿の寄稿や編集、印刷、配布、

様々な形で誰もが（緑化）活動に携える機会をふやす。→ 高齢者の孤立をな

くす。 

・苗床、堆肥を作成し、六浦南小学校への提供を行う。→ モチベーションア

ップ。 

（Ａ４） 



 

組織づくり 

・管理組合内の組織として、先ずは、居住者を中心に在勤者などで構成した組

織で活動をする。（先々は地域の住民の参加を目指す） 

・事務、企画、広報、イベントなどの役割分担をすることで、負担を分担し、

多くの人が活動に参加できる体制をつくる。 

・日常の維持管理等、小回りのきくグループを設け、臨機応変に活動が行える

体制をつくる。 

・アンケートを行った結果、活動に賛同する割合が９割に達しており、今後も

アンケートは継続して行う。 

・定例会を開催し、計画の進捗や問題点などを共有できる体制をつくる。 

計画期間中の緑化

整備及び活動の 

概要について 

＜民有地緑化・景観木保全＞ 

・多くの人の目に留まるような（公共性のある）場所、バス停やバス通り沿い、

祭り広場に花壇を新設、プランターを設置し、四季を通して彩のある花を咲か

せることによって地域の方々に喜んでもらえるような緑化を行う。また、擁壁

などを緑化することによってみどりアップのアピールをする。 

・団地のシンボルでもある桜（１７本）を景観木として、樹木医による指示の

もと、維持時管理に努めていく。 

＜地域緑化活動＞ 

・六浦南小学校とのコラボレーションによる講習会やイベントを企画実施し、

多くの人たちに緑化活動をアピールするとともに、新たな人材の発掘、育成に

つなげていく。 

・苗床、堆肥、腐葉土を作成し六浦南小学校への供給をする。 

・広報誌への寄稿や編集、印刷、配布など、様々な形で子どもからお年寄りま

でが活動に参加することでコミュニケーションの場を増やす。 

計画期間終了後の

活動について 

・継続してみどりアップの活動を行えるよう、苗床や腐葉土の作成を行う。ま

た、西側の保全緑地斜面林を保全活用するために作成場所を増やす事も考え

ていく。 

・活動期間中に行った経験や講習会で得た知識を多くの方々にリレーして行

くことで、継続性のある活動を行う。 

・住民参加で現在も行われている美化デー（月に１～２回）の際に草むしりな

どの作業を行うことができる仕組みをつくる。 

・六浦南小学校との連携を継続させることで地域の子供たちのご家族たちと

共に活動をつなげて行く。 

※緑花クラブと園芸部の連携によって継続的な活動ができる。 

資金計画 

・活動資金に関しては、管理組合の管理費から支出する。 

・長期的な視野で、管理費以外の資金の捻出方法も検討を進めておく。 

・（一次）応募の前段階で、管理組合、自治会、園芸部、保全委員会、六桜会

などの了解は得ております。加えて住民アンケート調査でも９０％を超える

賛同を頂いております。このことから資金計画に関してもご協力を頂けるも

のと確信しております。 

（Ａ４） 



 

計画年次 計 画 内 容 

１年度目 

（令和２年

度） 

＜１年度目（令和２年度）＞ 

〇民有地緑化 

・計画区域全体の基本整備、設計、実施 

・①駐車場南側（約３００㎡）：既存の植栽を生かしつつ、彩を添えるように花を

植える。 

・②祭り広場（約４０㎡）：地域住民の交流の場である広場周りに花壇を新設、プ

ランターを設置。 

〇景観木 

・桜（１７本）の診断、治療、維持管理 

〇地域緑化活動 

・用具、資材、保管庫の設置と整備 

・⑥苗床、堆肥、腐葉土 

・⑦六浦南小学校連携及び広報活動（広報誌、イベント、講習会など） 

２年度目 

（令和３年

度） 

＜２年度目（令和３年度）＞ 

〇民有地緑化 

・計画区域全体の基本整備、設計、実施 

・③バス通り（約３００㎡）：スクールゾーンでもある約３００ｍの歩道沿いに花

壇の新設、プランターを設置。 

・④バス停集会所側（集会所前約３０㎡）：集会所前の整備と緑花、シンボルツリ 

・⑤駐車場周り（約６００㎡）：壁面の緑花、花壇の新設、プランター等を設置。 

・⑧棟前（３～８）の緑化（花壇の新設、プランターを設置する等） 

〇景観木 

・桜（１７本）の診断、治療、維持管理 

〇地域緑化活動 

・⑥苗床、堆肥、腐葉土 

・⑦六浦南小学校連携及び広報活動（広報誌、イベント、講習会など） 

３年度目 

（令和４年

度） 

＜３年度目（令和４年度）＞ 

〇民有地緑化 

・計画区域全体の基本整備、設計、実施 

・④バス停バス停側（集会所前約３０㎡）：集会所前バス停側の整備と緑花。 

・⑧棟前（３～８）の緑花（花壇の新設、プランターを設置する等） 

〇景観木 ・桜（１７本）の診断、治療、維持管理 

〇地域緑化活動 

・⑥苗床、堆肥、腐葉土 

・⑦六浦南小学校連携及び広報活動（広報誌、イベント、講習会など） 

 

 

創意工夫 

・六浦南小学校との取り組みは意義のある事であり、常にコミュニケーションを取

り合って地域の交流と緑化を行っていきたいと思っています。 

・住人に行ったアンケートでも９割を超える方々が賛同し応援してくれており、 

試験的に花壇（２か所）を新設したところ、多くの方々が関心を持ち声をかけてく

れています。 



８　３ ８号棟の緑化

８



助成項目 細目

概算事業費 3,400 概算事業費 4,200 概算事業費 3,200

（助成見込額） (3,080) （助成見込額） (3,790) （助成見込額） (2,890)

①調査費

②診断書作成費

③治療費
100％以内

（上限50千円/
本）

④環境整備費
100％以内

（上限50千円/
本）

概算事業費 1,310 概算事業費 310 概算事業費 310

（助成見込額） (1,310) （助成見込額） (310) （助成見込額） (310)

①維持・管理費 100％以内

②広報・研修費 100％以内

③事務費
100％以内

（上限100千円/
年度）

④諸雑費
100％以内

（上限40千円/
年度）

概算事業費 1,000 概算事業費 1,000 概算事業費 1,000

（助成見込額） (1,000) （助成見込額） (1,000) （助成見込額） (1,000)

概算事業費 5,710 概算事業費 5,510 概算事業費 4,510 15,730

（助成見込額） (5,390) （助成見込額） (5,100) （助成見込額） (4,200) 14,690

（記入時の注意事項）

3,000

(3,000)

3　地域緑化活動
（注3）

460

400

100

年度ごとの合計
（注4,6,7,8）

合計額
（注9）

1　民有地緑化

合計額
（注9）

合計額
（注9）

1,930

(1,930)

10,800

(9,760)

3,200 3,100 10,400

100

③と④は各景観
木1本につき、
合計50千円以内

90％以内

2　景観木保全

40 40

100

400400

340

450

400

100

0

0

200

110

460

3年度目（令和４年度）

110

200

0

0

（主な内容）
④バス停（バス停側）
⑧３号棟～８号棟前緑化

（主な内容）
④バス停（バス停側）
⑧３号棟～８号棟前緑化

1年度目（令和２年度）

200

（主な内容）
①駐車場南側
②祭り広場

（主な内容）
①駐車場南側
②祭り広場

120

Ａ３

②緑化整備等経費
（注2）

120

100％以内

100％以内

100％以内
（上限20千円/本）

400

120

300

460

4,100

40

（主な内容）
③バス通り
④バス停（集会所側）
⑤駐車場周り
⑧３号棟～８号棟前緑化

（主な内容）
③バス通り
④バス停（集会所側）
⑤駐車場周り
⑧３号棟～８号棟前緑化

概算事業費（単位：千円）（注1,5）

注1：各細目には、提案計画の助成金と自己負担金を含めた概算事業費（予定金額）を記入してください。計画がない項目や細目は、0（ゼロ）を記入してください。

注2：民有地緑化の緑化整備等経費には、最低10%の自己負担金が必要となります。（助成金申請時に、自己負担金が用意できることが助成金交付の要件となります。）

注3：地域緑化活動の助成項目では、１年度につき1,000千円が助成金額の上限となります。

注4：民有地緑化、景観木保全、地域緑化活動の助成金の合計は３年度で15,000千円が助成金額の上限となります。

注5：千円単位で記入してください。（なお助成金額は、千円未満切り捨てとなり、端数は自己負担金となります。）

注6：本概算事業費の年度ごとの合計金額を上回る助成金の申請はできません。

注7：年度ごとの概算事業費を作成することとし、年度間での助成金のやりとりはできません。（年度ごとに助成事業を完了させる必要があります。）

注8：上限内での年度ごとの項目内における、細目間での事業計画の見直しは、可能です。（２年度の地域緑化活動における維持管理費を増やし、その分の広報研修費を減らすなど）

注9：各項目内における細目の合計欄には、概算事業費（予定金額）と、助成見込額の合計を記入してください。なお、助成見込額には、（）を付けてください。

①設計等経費

2年度目（令和３年度）

100

助成見込額の３年度の
総合計が15,000千円以内

①～④の合計
1,000千円以内
／年度

※【参考】
助成率・助成金額の上限

項目ごとの合計

総合計

340

850

620

1,050

300




